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千葉智恵さん
推進員（第1期生）

佐藤憲司さん
推進員（第11期生）

この度、寄稿文の依頼を受け、初めて自らの
活動の歩みが20年に達していることに気づかさ
れました。発端の想いは「子ども達に負の遺産
を残したくない」であり、振り返れば活動を通
して多くの出会いに恵まれ、私の人生に大きな
彩りを与えてくれました。
講座の中で省エネの実践＆継続のコツとして、

我慢ではなく暮らしの質を落とさずに省エネす
ることを私の実践例も交え伝えています。
ある時、小学6年生から「地球温暖化は暗い

未来と思っていたけれど、選ぶ行動で楽しみな
がら快適な暮らしと温暖化をとめることができ
ると知り良かった」との感想が特に嬉しい印象
として残っています。
地球温暖化を身近に感じるようになってきた

今こそ、低炭素社会を築くことは、暮らしやす
い未来を創ることだと、今後も伝えていきたい
と思います。

イベントでアンケート用紙への記入をお願い
する時、以前より地球温暖化防止に人々の関心
が高まっているのを感じます。特に思い出深い
のは利府のサッカースタジアム広場でのイベン
トです。宮城県内の地域の特性を生かした色々
なブースが多くあり、更に名物料理を安く売っ
ているので、大変な盛況でした。
私たちのブースではMELONの方々と一緒に

なって温暖化防止のPRを、声を上げて一生懸命
にお願いしました。1人当たりのエネルギー使用
量を個別に重さで表して、国名を当てる問題は
子ども達が真剣に答えてくれました。また、各
家庭の二酸化炭素の排出量をパソコンで計量し、
その削減する方策を調べる「うちエコ診断」
コーナーでは多くの家族が挑戦してくれました。
1人ひとりの地道な活動が、この地球を守るこ

とにつながることを肌で感じた有意義なイベン
トでした。

これまでの活動を
振り返って

～未来を創るお手伝い～
イベントに参加をして

宮城県地球温暖化防止活動推進員（以下、推進
員）は、地球温暖化防止活動に関する各種研修を
重ねた後、「地球温暖化防止対策の推進に関する
法律」（以下、温対法という）に基づき宮城県知
事より委嘱を受けて、地域に密着した普及啓発活
動を行う方々です。宮城県では86名の推進員が特
技や経験を活かしながら活動しています（2020年
現在）。任期は、委嘱日から翌年度の3月31日まで
の約2年間です。

宮城県地球温暖化防止活動推進員

宮城県内に広がる推進員のネットワーク（2020年8月現在）

ʷ県全域に広がる活動のネットワーク！

温対法であげられている推進員に期待される活動

①地球温暖化の現状や重要性を伝える

②日常生活での対策方法の指導・助言

③活動情報の提供

④行政施策への協力

大崎市(4名)
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多賀城市(1名)

塩竈市(1名)

七ヶ浜町(1名)

利府町(1名)

石巻市(1名)
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災者に断熱シートや温度計を提供し、省エネ効
果を記録する「みやぎ節電プロジェクト」への
参加要請がありました。鹿折中仮設住宅や切通
仮設住宅住民が受諾し、千葉清幸推進員が技術
者の知識を交え、断熱や衣食住の省エネを楽し
く丁寧に説明し、取組への理解を得ることが出
来ました。断熱用品を支援でき、また記録にも
挑戦する住民の心意気に感動し、仲間と手を取
り合って喜びました。
気仙沼市地球温暖化防止啓発事業にも参加し

ました。15か所の仮設住宅で「冬を暖かく過ご
そう、地球にも優しく」のテーマで省エネや風
呂敷活用術、保温調理など時に応じて、住民同
士のコミュニケーションに力を委ねながら温暖
化防止を訴え、実践に繋げることが出来ました。
令和2年2月まで、活動は63回、参加人数1､083
人に達しました。失われた町の原風景を心に刻
み、この地の人々に寄り添い、活動が再開出来
る日を待ち望んでいます。

菊地ひろ子さん
推進員（第3期生）

2009年に推進員仲間と「青空エコカフェ」を
立ち上げ、商店会の青空市等で、市民に温暖化
防止を訴える活動を始めました。2010年12月
には「気仙沼市冬の省エネチャレンジ」の実行
委員⾧として「環境に優しい町作りの一歩にし
よう」と呼びかけ、約100名の市民が家庭や企
業で省エネに取組みました。まさに地域での温
暖化防止活動の先駆けとしてその扉が開こうと
していました。しかし2011年3月11日、東日本
大震災が発生。表彰式は自然消滅となり、市に
対策を尋ねると「それどころじゃないから」と
一蹴され、先の見えない絶望感は底知れないも
のでした。
震災翌日から津波で流失した実家や妹の助け

に奔走する無我夢中の辛い日々でした。6月か
らはみやぎ生協県北ボランテイアセンター事務
局員として、被災者支援活動に取り組み始めま
した。「狭い、暑い、隣の声が聞こえる」等の
不満な訴えをどう解決したら良いのか、傾聴で
済まされる問題ではないと懸念していました。
その矢先、宮城県地球温暖化防止活動推進セン
ター(MELON)から「青空エコカフェ」に、被

東日本大震災と
推進員活動

みなし仮設住宅住民対象の学習会

出典)宮城県環境白書（平成23年～令和元年版) より作成

◆ストップ温暖化センターみやぎの
推進員活動支援について…

情報提供 学習教材貸出

啓発資料提供 研修会の開催

センターでは、温暖化に関する最新情報や
環境学習グッズなど、推進員の活動をサ
ポートするさまざまなコンテンツをご用意
しています。


